
令和6年3月2日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

１：

Ｄ 0

4

【これまでの取組】
・外国語教育の研修を全教員で行
い、担任がT1として指導する方法や
外国語教育指導員との連携の工夫
について教員が理解を深めた。また
TGGに行き、児童が1日中英語で過
ごす体験を行った。
・「自分の考えをもち、伝えようとする
児童の育成」を研究テーマとした国語
の校内研究を行い、児童の思考を促
す研究を深めた。また「おおたの未来
づくり」の推進校としてものづくり企業
や商店街などの地域の方々を講師と
招くなど体験的な学習の場を多く取り
入れた。
・ICT研修や中堅教員が若手教員に
指導するOJT研修を通して全教員が
ICTを活用しながら児童が分かりやす
い授業づくりを行っている。
・車いすラグビーの選手と交流を通し
て、障がい者理解教育を推進した。
・なわとびやマラソン週間や全校統一
の縄跳びカードの配布を通して体力
の向上を図った
【今後の改善策】
・教師主導の授業展開ではなく、全国
的にも課題とされている「主体的・対
話的な深い学び」がより充実するよう
に教員の研修の充実を図っていく。
・令和7年度より始まる新教科「おお
たの未来」に向けた指導案を作成し
ていく。

A 5

おおたの未来づくりを生かした体験活動は、授業だけでは体
験できない、いろいろなことに取り組めていたと思います。今
後が楽しみです。

子どもたちの指導、接し方など、先生方の方向性がより一致し
ていくよう、大変ですが意見交換などをすすめるよう望んでい
ます。

特に体験活動の充実により、校外、異年代との関わりから学
ぶ機会を多く提供していたと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたの未来づくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

Ｂ 3

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

児童アンケート「授業で
は自分の考えを伝えた
り、友達の話を聞いた
り、友達と話し合ったり
している。」
の肯定的回答（そう思
う、思う)が
４：8割以上
３：7割以上
２：6割以上
１：6割未満

肯定的意見
87.5％

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

3

【これまでの取組】
・生活指導夕会を活用し、教員が子
ども一人一人をよく見て、小さい変化
に気を付けた。
・問題が起きた時には、即座にいじめ
防止対策委を開き、組織的な取組を
行った。
・配慮を要する児童に対しては、月1
度校内委員会を実施したり、毎週生
活指導夕会を開催し教職員で共通理
解を図ったりして改善するよう組織的
な対応を行った。
・学校生活調査等を活用し、児童理
解に努め、集団の状況と一人一人の
子どもの様子を把握する。
・生活指導主任を中心に、迅速に教
職員で情報を共有し組織的に生活指
導改善を図った。
・不登校の児童が学校に来れるよう
に教室や人の配置を行い、不登校の
解消がみられた児童もいた。

【今後の改善策】
・自己に否定的な気持ちの児童が
37.2％存在する。自己肯定感を高め
るための具体的な計画をたてていく。
・いじめ防止基本方針を見直し、いじ
め見逃しゼロへの取組を継続する。
・問題行動による学習妨害や暴力行
為に対して組織的な解決が迅速にで
きるように努める。

4

3

3

4

【これまでの取組】
・校内研究は大学教授を講師に招聘
して指導助言を受け、授業力の向上
に努めた。
・「ようこそ先生」ではその道のベテラ
ンに模範授業を行い、指導法によっ
て児童の違った一面を見たり、指導
技術を学んだりしてその後の指導に
役立てたりした。
・主任教諭がOJT研修の講師となり、
教育課題へ対応について、全教員の
理解を深めることができた。
・特別な支援を要する児童への支援
について校内委員会を計画的に行
い、支援の状況を共有し、組織的に
対応した。
・配慮を要する児童の指導の仕方に
ついて、講師を招き全教員を対象とし
た研修会を夏季休業中に行い、指導
技術の向上が図れた。

【今後の改善策】
・区教育研究会へ積極的に参加する
ことにより、ICTスキルを含め、指導
力の向上を図れるようにする。
・ICT主任を中心にICTサポータとも連

３：

２：

１：
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4

4

4

4
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１：

自己肯定感が高い子どもと、低い子どもに開きがあるのかな
と感じました。自分のことが大好きな子は、本当に大好きそう
だし、逆にひっこみすぎていてもったいないなと思う子もいるよ
うな気がします。目立たない子の良いところに気づいて、それ
を引き出してあげられると良いのかなと思いました。

子どもたちが自信をもって明るく取り組んでいけるよう、家庭
環境も配慮しながら接していただけるようお願いします。

自己肯定感を高めるため、１人１人がそれぞれの場で小さくと
も成功体験を積み重ねることができるよう取り組まれていまし
た。要配慮への対応と全体への取り組みとのバランス、負担
についてPTAでも協力していきたいと思います。

朝ごはん何食べた？と聞くと、しっかり食べられていない子も
いるようでした。給食は本当においしいです。中休み、昼休み
に先生たちと一緒に元気に体を動かしているのを見て、外遊
びが好きな子どもたちがたくさんいるんだなと思いました。

健康、体力の取り組みは一人ずつ、家庭の状況もまた異なる
と思うので、それぞれに応じた指導をお願いします。

大谷グローブやパラリンピアンとの授業なども一層活用して、
健康意識向上につなげて欲しいと思います。

「ようこそ先生」の取り組みはとても良いと思いました。子ども
だけではなく、先生方もその道のベテランの先生の授業を見
たりすることは、とても良い刺激になるのかなと思いました。

直接に接する先生は少ないけれど、皆さんしっかり向き合って
くれていると思います。

先生方の取り組みに保護者として感謝しています。PTAとして
サポートできる事がないか検討して参ります。

4

4

何回か国語の校内研究を見学させていただきました。子ども
たちが伸び伸びと自分の意見を伝えていて、主体的に取り組
んでいると感じました。先生方の授業の準備にも頭が下がり
ました。

子どもたちが学び、またそれを評価され、さらに意欲が持てる
よう、働きかけていっていただきたい。

学校公開等で、主体的な学びの実践を見ることができました。
補習の内容とニーズについて、情報交換のうえで、PTAとして
できることがあるか検討したいと考えます。

【これまでの取組】
・子どもたちはタブレットドリル（算数
ステップ学習電子版）を意欲的に取り
組んでいた。
・学習補助員による放課後補習や土
曜補習を計画的に行った。
・大田区学力効果測定の結果をもと
にして授業改善推進プランを作成し、
授業改善に努めることができた。
・生活指導面や学習環境を整え、学
校全体が共通ルールをもちながら、
生活指導面や学習規律を守らせるこ
とに努めた。
・校内研究は国語科の「物語文にお
ける児童の思考を促すための工夫」
を副主題とした研究を行い、年間６回
の授業研究を行なった。

【今後の改善策】
・次年度は今年度までの研究をふま
えて、令和７年度から区内全公立学
校で実施される「おおたの未来づく
り」の研究推進校として、意図的系統
的カリキュラムへと発展させていく。

6
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4
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算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

自己肯定感を上げるために特別活動や教
科指導子ども自身が自分の成長に気付く
ような指導を行った。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

学校組織の活性化が図れた、

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

大田区学力効果測定をもとに児童・生徒と
面談し、一人ひとりの学習のつまずきや学
習方法について、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3

Ｃ
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子供自らが主体的に学習に取り組む態度
を身に付けさせる。

１：

3

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3

3

3

２：

１：

0

0

地域学校協働本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

３：

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

【これまでの取組】
・コミニティースクールの初年度とし
て、学校運営協議会を円滑に実施で
きた。地域が学校運営の当事者とな
り、学校運営方針について情報共有
し共に教育課題の改善を図ることが
できた。
・学校支援地域本部と連携し、ゲスト
ティーチャーを呼んだ学習や地域の
方に声をかけていただきボランティア
の協力体制が整った。
・学校支援地域本部の運営によるわ
くわくスクールでは、体験的な学習や
児童の思考力を育むレゴなど児童の
能力を育む活動が数多くできた。
・家庭学習については学年で取組を
決めて、保護者に協力を呼び掛ける
ことで定着を図ることができてきた。
ICTを活用して家庭学習の課題を出
した。

【今後の改善策】
・学校行事やその内容について、学
校運営協議会で検討したものを早め
に保護者や地域へ連絡・周知し、教
育内容の協力や理解をより図れるよ
うに努める。

CS初年度の評価が良いものであって、安心しています。CSっ
て何か、先生方、保護者の皆様、地域の方にも伝えていく努
力を引き続き行っていきたいと思います。持続可能な組織を
作るために引き続き、いろいろ考えていきたいと思います。

協議会では、学校の情報公開、意見交換が有意義にできたと
思います。

地域、家庭を巻き込んだ学校運営に、今後とも微力ながら協
力させていただきたいと思います。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

6

2

学校連絡協議会において、児童・生徒の変
容等の具体的な資料を作成して、評価に
必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

4

4

令和5年度　大田区立中萩中小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

◎学校教育目標　～夢をもって　未来をきり拓く　中萩中の子ども～
　・よく考える子〈学びの楽しさを味わえる学習〉…主体的対話的で深い学びの充実と学力向上　（学習規律の定着、指導技術の向上、体験学習、ICTの活用、外国語教育
　・思いやりのある子（心の教育の充実）…いじめ、不登校への未然防止、自己肯定感、有用感がもてる指導、あいさつ、言語環境の充実、異学年交流、キャリア教育
　・たくましい子〈健康の増進・体力の向上…体力向上、食に関する指導
校内研究主題：自分の考えをもち、伝えようとする児童の育成～物語文における児童の思考を促すための工夫～
おおたの未来づくり推進校

児童アンケート「自分
のことが好きですか」
の肯定的な回答の割
合

４：児童の割合　8割以
上
３：児童の割合
　　7割以上8割未満
２：児童の割合
　　6割以上7割未満
１：児童の割合　6割未
満

肯定的意見
62.7％

保護者アンケート「学
校は、保護者や地域と
一緒に協力して教育活
動を行っている」に肯
定的な回答をした割合

４：9割以上
３：8割以上9割未満
２：7割以上8割未満
１：7割未満

肯定的意見
９８％

目標に対する成果指標

２：

４：

0

4

0

0

5

3

0

0
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Ｂ

３：

２：

４：

４：

３：

２：

２：

１：

B

【これまでの取組】
・「早寝、早起き、朝ごはん」月間では自分
の生活習慣を見直し、望ましい生活習慣や
規則正しい生活リズムが身に付いている
かどうか、家庭で家族一緒に取り組んだ。
・持久走練習や長縄大会を通して、全校で
体を動かす機会を計画的に設定したことで
外遊びをする児童が増えてきた。
・コロナ禍以降、初めて給食試食会を実施
できた。
・コーディネーショントレーニングを全学年
で実施し健康向上の意識改善につながっ
た。
【今後の改善策】
・体力向上は、児童が自らの体力を把握
し、課題意識をもって運動に取り組ませ
る。そのためにはいろいろな運動経験をさ
せることが必要である。
・「早寝早起き朝ごはん」だけでなく、健康
な生活を続けていくためには保護者の協
力が必要なため、保護者や地域にも学校
の取組が伝わるよう学校HPを充実させる
等の工夫をする。

0

４：児童・保護者アン
ケートともに「工夫し
て、わかりやすく教えて
いる」に肯定的な回答
をしたそれぞれの割合

４：9割以上
３：8割以上9割未満
２：7割以上8割未満
１：7割未満

肯定的意見
90.9％（児童）
９４％（保護者）

４：児童アンケート「す
すんで体を動かしてい
る」と肯定的な回答をし
た児童の割合と保護者
アンケート「学校は、健
康教育を推進し、体力
の向上に努めている。」
で肯定的回答をした保
護者の割合

４：8割以上
３：7割以上8割未満
２：6割以上7割未満
１：８割以上

肯定的意見
78.1％

Ａ

0

2

Ｃ

Ｄ

４：

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：

目指す学校像：チーム中萩中の力を結集した
子どもが主役の楽しい学校

〇一人一人の子どもが生き生きと学校生活を楽しめる学校

〇子どもも教職員も共に学び合う学校

〇保護者・地域との連携を大切にし、信頼される学校

本校の特色ある教育活動
①主体的・対話的で深い学びの充実と学力の向上

②豊かな心の育成

③コミュニティスクール中萩中を活かした教育


